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論文審査結果の要旨 
 
髙橋静子氏の博士論文は４名の審査委員によって、書面による審査及び口頭試問により

厳正に審査された。 
 
本報は、医療安全管理者の安全管理活動への取り組みと職場環境の実態を明らかにした

上で、施設特性や個人属性（レジリエンス特性を含む）を調整した上で、安全管理活動へ

の取り組みと職場環境の関連を明らかにしている。 
 
対象は、関東甲信越地方の医療安全対策加算 1 または 2 を届け出ている 1206 施設のう

ち、研究協力が得られた 404 施設に所属する医療安全管理者全員である。個人属性（レジ

リエンスを含む）、施設特性、安全管理活動への取り組み、安全管理活動にかかわる職場環

境について、WEB 調査を実施している。まず記述統計量を示し、安全管理活動への取り

組みと安全管理活動にかかわる職場環境のそれぞれについて因子分析を行い、尺度を作成

している。安全管理活動への取り組みを目的変数、安全管理活動にかかわる職場環境を説

明変数、施設特性、個人属性、二次元レジリエンス要因尺度を調整変数として階層的重回

帰分析を行っている。 
 
医療安全管理者の取り組みや関連する職場環境について、これまでに検討された研究は

ほとんどなく、測定尺度から開発し、その関連について検討した本研究の意義は大きいと

考える。さらに、医療安全管理者のレジリエンスに注目した研究もほとんどなく、この点

において新規性があると判断する。医療安全管理者が安全管理活動に積極的に取り組むた

めにどのような支援が必要かを示唆しており、臨床上大変有益で意義深く「博士論文とし

て認定できる」と判断する。 
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